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第１号議案 

令和２年度事業報告書 

Ⅰ 事業の状況 
１．研究助成事業 

   第２８回（令和２年度）膵臓病研究奨励賞 
   研究テーマ 
    1) 膵臓病の病態・生理に関する研究 
       2) 膵臓病の診断と治療に関する研究 
       3) 膵癌・膵腫瘍に関する研究 
      応募要領は、当財団ホームページおよび医学関係雑誌などに公表して令和２年         
   ４月１日から令和２年９月３０日まで応募を受付けた。 
   その結果、令和２年度の応募件数は３６件（前年度４０件）であった。 
   選考は、理事長より委嘱された、選考委員６名が応募書類を事前に審査し、その審査結

果を参考に令和２年１１月２５日に選考委員会において書面により審議された。 
  令和元年度選考委員 
   委員長 清水 京子 東京女子医科大学消化器内科教授 

委 員 遠藤 格  横浜市立大学大学院腫瘍外科主任教授 
    〃  立石 敬介 東京大学医学部附属病院消化器内科講師 
    〃  濱野 英明 信州大学医学部附属病院診療教授 
    〃  堀口 明彦 藤田保健衛生大学坂文種報徳会病院副院長 
    〃  正宗  淳 東北大学病院消化器内科教授 

審議の結果、第２８回(令和２年度)膵臓病研究奨励賞受賞者として下記の１２名の研究

者を選定し助成金額総額９００万円を交付することを決定、理事長に答申し、理事会に

おいて承認された。 
                  記 

１．吉田 直樹（東北大学大学院 医学系研究科 消化器病態学分野） 

  研究課題：新規膵炎原因遺伝子ＴＲＰＶ6 変異による膵炎発症機序の解明 

 ２．伊東山  瑠美（熊本大学大学院 消化器外科学） 

  研究課題：セリン代謝シフトによる膵癌進展メカ二ズムの解明 

 ３．大森 優子 （東北大学大学院 医学系研究科 病態病理学分野） 

  研究課題：胃型IPMN 悪性化分子機構の解明 

４．三長 孝輔（近畿大学 医学部消化器内科） 

研究課題：生活習慣の乱れに起因する腸管バリア機能の破綻が IgG4 関連疾患・自己免疫性膵炎の発症に 

果たす役割の解明 

５．加藤 真吾（横浜市立大学附属病院 がんゲノム診療科 

研究課題：癌細胞の遺伝子変異に最適化した新規膵癌免疫療法の開発 

６．池永 直樹（九州大学病院 胆道・膵臓・膵臓移植・腎臓移植外科） 

 研究課題：膵星細胞が構築する免疫抑制性微小環境の打破を目指して 
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７．有明 恭平 （東北大学大学院 医学系研究科消化器外科学分野）  

研究課題：膵癌における化学療法誘導性転移メカニズムの解明と治療法確立への挑戦 

８．加藤 晃久（名古屋市立大学大学院 医学研究科消化器・代謝内科学） 

研究課題：膵癌の予後不良因子である RON を介する新たな治療戦略の研究 

９．伊藤 嵩志 （関西医科大学 消化器肝臓内科） 

  研究課題：分枝型膵管内乳頭粘液腫瘍におけるインターロイキン 35 の解析 

10．高橋 賢治（旭川医科大学 内科学講座） 

研究課題：膵癌におけるＧＮＡＳ変異関連新規長鎖機能性ＲＮＡの同定及び新規診断法開発への応用 

１１．山田 直也（自治医科大学 分子病態治療研究センター 炎症・免疫研究部） 

研究課題：がん代謝の制御に基づくＦｅｒｒｏｐｔｏｓｉｓを標的とした革新的膵癌化学療法の開発 

１２．高橋 良太（東京大学 保健・健康推進本部） 

  研究課題：アドレナリンシグナルによる膵臓癌微小環境制御機構の解明 
 

 
２．学術集会等への助成事業 
   １）第５１回日本膵臓学会大会 
      助成金額 １００万円  
      会  期 令和３年１月８日～９日 
      会  場 神戸国際会議場 

    
 ２．研究報告書のＨＰ掲載 

    第２７回研究報告書（令和元年度版） 
     掲載開始時期 令和３年１月 
     費    用 ５０万円  

 
Ⅱ 会議の開催状況 
 １．理事会 

 １）令和元年度第１回理事会（書面決議） 
   令和２年５月２８日 
   決議事項 
    第１号議案 令和元年度事業報告に関する件 

第２号議案 令和元年度決算承認に関する件 
第３号議案 任期満了に伴う理事候補者選任に関する件 
第４号議案 任期満了に伴う監事候補者選任に関する件 
第５号議案 任期満了に伴う評議員候補者選任に関する件 
第６号議案 任期満了に伴う選考委員選任に関する件 
第７号議案 令和２年度評議員会招集に関する件 

    審議結果 
    理事９名全員の賛成により第１号議案から第５議案まですべて可決、承認 
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  ２）令和２年度第２回理事会（書面決議） 
    令和２年６月１２日    
    決議事項 
     第 1号議案 令和元年度事業報告に関する件 
     第２号議案 令和元年度決算承認に関する件 
     第 3号議案 任期満了に伴う理事選任に関する件 
     第 4号議案 任期満了に伴う監事選任に関する件 
     第 5号議案 任期満了に伴う評議員選任に関する件 
    表決結果 

      理事現在員９名全員の同意および監事現在員２名の意見無しで 、第１号議案 
から５号議案まですべて可決、承認 

 
  ３）令和２年度第３回理事会（書面決議） 

    令和２年６月２９日 
    決議事項 
      第１号議案 
     （１）中村 光男を代表理事に選定し、理事長とする。 
     （２）清水 京子を業務執行理事に選定し、常務理事とする。 
    表決結果 
      理事現在員９名全員の同意および監事現在員２名の意見無しで、役員の役職を 

可決、承認 

 
  ４）令和２年度第４回理事会（書面決議） 
    令和２年８月１４日  
    決議事項 
      第１号議案 公益財団法人中山がん研究所寄付金受領の件 
    表決結果 
      理事現在員９名全員の同意および監事現在員２名の意見無しで、可決、承認  

 
  ５）理事長提案：令和２年度選考委員会招集の決定に係る提案（書面決議）  
     令和２年１２月１７日 
    決議事項 
       書面決議による選考委員会の招集  

及び 研究奨励賞受賞者の選考報告の承認 
表決結果 

       理事現在員９名全員の同意および監事現在員２名の意見無しで、可決、承認  
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     ６）理事長提案：学術集会助成金申請の件（書面決議） 
     令和３年２月３日 
    決議事項 
      「第４９回日本膵・膵島移植研究会」学術集会助成金申請却下の件 

表決結果 
      理事現在員９名全員の同意および監事現在員２名の意見無しで、可決、承認  

 
  ７）理事長提案：学術集会助成、理事選任、募金委員会の件（書面決議） 
     令和３年３月１３日 

提案事項 
１）学術集会助成の提案 
２）理事選任に係る提案 
３）募金委員会メンバー変更の提案 

表決結果 
      理事現在員９名全員の同意および監事現在員２名の意見無しで、可決、承認  

     
      報告事項 

１．研究助成金応募要項追加の件 

    
８）理事長提案：令和３年度事業計画及び収支予算の件（書面決議） 

    令和３年４月６日 
提案事項 

１）令和３年度事業計画に関する件 
２）令和３年度収支予算に関する件 

表決結果 
      理事現在員９名全員の同意および監事現在員２名の意見無しで、可決、承認  

 
  ２．評議員会 

  １）令和２年６月２６日（書面決議） 
   決議事項 
    第１号議案 令和元年度事業報告に関する件 

第２号議案 令和元年度決算承認に関する件 
第３号議案 任期満了に伴う理事選任に関する件 
第４号議案 任期満了に伴う監事選任に関する件 
第５号議案 任期満了に伴う評議員選任に関する件 

   審議結果 
    評議員現在員１０名全員の賛成により第１号議案から第５号議案まですべて可決、 
    承認 
   報告事項 

１． 令和２年度事業計画及び収支予算について 
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    ２）令和３年４月１日（書面決議） 

決議事項 
１．理事選任の件 

     表決結果 
      評議員現在員１０名全員の賛成により、可決、承認  

 
３．選考委員会（書面決議） 
     令和２年１１月２５日  
    決議事項 

     第１号議案 「令和２年度膵臓病研究奨励賞受賞者の選考について」 
     第２号議案 「令和３年度膵臓病研究奨励賞応募要項追加について」 
    審議結果 

選考委員６名全員の同意で可決、承認し、この結果を理事長へ答申することとし

た。 

 
Ⅲ．その他 

   寄付金の受け入れ 
     天野エンザイム株式会社    3,000,000 円 

マイランＥＰＤ合同会社     3,000,000円 
アステラス製薬株式会社       650,000 円 
ＥＡファーマ株式会社     500,000円 
興 隆 株 式 会 社       500,000 円 
川名 教子                      500,000 円 
中 外 製 薬 株 式 会 社     100,000 円 
木下 美穂             50,000 円 

 
 
 
      計               8,300,000円 

 
 
事業報告の附属明細書 

 
令和元年度事業報告には、「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので、 
定款第９条（２）に規定する事業報告の附属明細書は作成しない。 


